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Abstract:本研究では, 論理的思考力テストに対するネガティブフィードバックを行うことで, 自

己価値を脅威にさらし, CG エージェントに対する潜在的な性的偏見を測ることを検証した. そ

の結果, 男性エージェントに対しては性別に関係しない一般的偏見が現れ, 女性被験者にその傾

向が顕著に示された. 一方女性エージェントに対してはジェンダー観に基づいたステレオタイプ

的偏見が現れ, 男性被験者にその傾向が顕著に示された. しかし印象評価アンケートではエージ

ェントの性別間に有意差はなく, エージェントに対する顕在的偏見に性差は見られなかった. 

 

1. はじめに 

近年「ジェンダーレス」といった言葉もあるよう

に性別に関して平等主義的な風潮がある.しかし,各

国における男女格差の指数を発表した「Global 

Gender Gap Report」によると, 日本は, 2020 年度は

153 か国中 121 位[1], 2021 年度は 156 か国中 120 位

[2]であった. この順位が上位であればあるほど男女

平等的と言えるが, 順位が低いことから日本は未だ

男女平等社会になっていないと言える. また石黒の

研究によると, 男性の年齢が上であればあるほど

「家事は妻が行うべきだ」という考えに肯定的とい

う結果[3]があり, 特に女性に対するステレオタイプ

的偏見が根強いと言える.  

コロナ禍の影響により教育的指導を行う場面で、

人間に代わって CG エージェントの使用機会が増加

すると考えている. 人間の学習仲間とした教育エー

ジェントが男性であれば、人間の性別問わずエージ

ェントを「知的である」とステレオタイプに基づい

た評価をした[4]ことが示されていることから, エー

ジェントに対しても性的ステレオタイプが反映され

ると考えた. これらの背景より, 我々は, エージェン

トに対する性的偏見の有無や人間に対すると同様に

偏見が示されるのかを検証することで, 今後使用場

面に伴ったエージェント設計に貢献できると考える. 

偏見の中には非意識下に存在する潜在的偏見と,

意識下に存在する顕在的偏見の 2 種類存在する. 人

間に対する偏見を示した先行研究[5][6]では, ある集

団をネガティブに評価しているならば、その集団と

の接触は潜在的偏見を自動的かつ急速に生じさせ, 

その後顕在的偏見や差別的行動の発生に強く関わる

ことが示された. また, 石井らは対人実験で、男性に

ネガティブフィードバックを行い、自己価値を脅威

にさらすことで女性に対する潜在的偏見反応が強ま

り、特に自尊心が高い男性にその傾向が強いことを

証明した[7]. これらのことから潜在的偏見を研究対

象にする重要性が高まっている. しかし, [7]では, 実

験参加者は男性のみ, 偏見対象の性別は女性のみで

実験しており, 男性から男性、女性から男性, 女性か

ら女性に対して抱く偏見の分析は行われていない. 

またエージェントに対して親近性などといった性差

に関する研究は多いものの, エージェントに対する

性的偏見に焦点をあてた研究は我々が知る限り存在

しなかった. そして潜在的偏見というのは顕在的偏

見が生じるプロセスにおいて重要視されているにも

関わらず, [3][4]では顕在的偏見のみを対象としてい

る. したがって本研究では, 実験参加者と偏見対象の

性別を男女双方とし, 男女の組み合わせごとでエー

ジェントに対する性的偏見の検証を目的とし, それ

ぞれの潜在的偏見の強さの測定を行った. 

2. 実験 

本研究では, 潜在的偏見を測定するために同様の

測定を行った対人実験[7]の方法を参照する. [7]では

論理的思考力テストを実施し, それに対してネガテ

ィブフィードバックを行うと女性に対する潜在的偏

見が強く現れた. 従って本研究では, 実験参加者に

「フィードバックを行う CG キャラクタの印象評
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価」という偽の教示を行い, Web 実験形式で論理的

思考力テストを行い, その後テストの正答率に関係

なくネガティブフィードバックを行う実験を行った. 

続いて参加者には論理的思考力テストの後の息抜き

という偽の教示を与え, SC-IAT[8]を用いて女性エー

ジェント、男性エージェントに対して潜在的な一般

的偏見[7]とステレオタイプ的偏見[7]を測定した. 

SC-IAT は, 単一の対象への潜在的態度を測定する尺

度、シングルカテゴリ IAT のことであり, 言葉の分

類作業を通じて、概念の潜在的な結びつきの強さを

測るものである. SC-IAT は, 矢印キーを用いてゲー

ム形式で行い, 画面上に表示される単語を適切なカ

テゴリに分類するものであり, 単語が表示されてか

らキーを押すまでの反応時間を測定している. 例え

ば図 1のように画面中央に表示された単語が「輝か

しい」であれば, これは「好ましい単語」であるの

で左矢印キーを押す. 

 

 

実験条件(以下、フィードバック条件と称す)は, 

フィードバックを字幕のみで行う統制条件, 女性ま

たは男性エージェントが行う条件の 3 条件である. 

実験後アンケートではエージェントに対する顕在的

偏見項目を含む印象評価, [7]と同様自尊感情尺度 [9]

を測定した. 実験参加者は 19 歳～65 歳の日本在住

の男女, 合計 61人(男性 34人、女性 27人)であった.  

3. 結果と考察 

SC-IATの結果から D値[7]を算出した. D値とは潜

在的偏見の強さを表す値であり, D 値が大きければ

大きいほど対象の性別のエージェントに対しての潜

在的偏見が強いことを示している. 以下男性エージ

ェントに対する D 値を MD, 女性エージェントに対

する D 値を WD とする. D 値の算出方法として, 例

えば MDを算出する場合, SC-IATにおいて男性名と

好ましい単語を結びつける反応時間 A を測定する

ものと、男性名と好ましくない単語を結びつける反

応時間 B の 2 種類計測する. 男性名と好ましい単語

を結び付ける平均反応時間 A から、男性名と好ま

しくない単語を結び付けるまでの平均反応時間 B

を引き、Aと Bをプールした標準偏差で割ることで

MD 値を算出している。またフィードバック条件に

は 3条件あるが、女性エージェント条件では MD値

を、男性エージェント条件では WD 値を測定して

いないため、女性エージェント条件で測定した WD

値と男性エージェント条件で測定した MD値をまと

めてエージェント条件とした。したがって、フィー

ドバック条件は統制・エージェント条件の 2 条件と

して分析を行う。 

まずフィードバック条件と偏見対象（女性エージ

ェントと男性エージェントの 2 水準）を要因とした

2 要因分散分析(対応あり・あり)を行った. その結果, 

フィードバック条件要因には主効果が見られず, 偏

見対象要因のみに主効果が見られ, 一般的偏見では

女性エージェントより男性エージェントに対する偏

見の方が有意に強いことが示された(p=0.005, 図 2

に示す). 一方ステレオタイプ的偏見ではフィードバ

ック条件要因には主効果が見られず, 偏見対象要因

のみに主効果が見られ,男性エージェントより女性

エージェントに対する偏見の方が有意に強いことが

示された(p=0.005, 図 3に示す).  

 

 

 
 

 

続いて実験参加者の年代(社会人 39 歳以上と学生

の 2 水準), フィードバック条件, 偏見対象を要因と

した 3要因分散分析を行ったところ, 一般的偏見, ス

テレオタイプ的偏見においてフィードバック条件要

因, 年代要因には主効果が見られず, 偏見対象要因の

みに主効果が見られた(p=0.011, p=0.014, 図 4, 図 5

に示す). 

図 1 SC-IATの実施画面 

図 2 一般的偏見の分析結果 

図 3 ステレオタイプ的偏見の分析結果 



 
 

 

 

 

 

また [7]より自尊心の高い男性において女性に対

して偏見が強く示されたことから, 実験参加者の自

尊心の高さ, フィードバック条件, 偏見対象を要因と

した 3 要因分散分析を行った. その結果一般的偏見, 

ステレオタイプ的偏見においてフィードバック条件

要因, 自尊心要因に主効果は見られず, 偏見対象要因

のみに主効果が見られた(p= 0.007, p=0.019, 図 6, 図 

7に示す). 

 

 

 

 

 

 

そして実験参加者の性別, フィードバック条件, 偏

見対象を要因とする 3 要因分散分析を行った. その

結果一般的偏見では, フィードバック条件要因, 性別

要因に主効果は見られず, 偏見対象要因のみに主効

果が見られ(p=0.002, 図 8に示す), 女性参加者に顕著

にその傾向が現れた.またここでは, 性別要因と偏見

対象要因に交互作用が見られ, 男性・女性エージェ

ントに対する偏見の差は男性参加者より女性参加者

の方が大きいことが示された(p=0.037, 図 8 に示す). 

ステレオタイプ的偏見では, フィードバック条件要

因, 性別要因に主効果は見られず, 偏見対象要因のみ

に主効果が見られ(p=0.008, 図 9に示す), 男性参加者

に顕著にその傾向が現れた. 

 

 

 

 

 

 

図 4 実験参加者の年代別一般的偏見の分析結果 

図 5 実験参加者の年代別ステレオタイプ的偏見の 

分析結果 

図 6 実験参加者の自尊心別一般的偏見の 

分析結果 

図 8 実験参加者の性別一般的偏見の分

析結果 

図 7 実験参加者の自尊心別ステレオタイプ的偏見の

分析結果 

図 9 実験参加者の性別ステレオタイプ的偏見

の分析結果 



 

全ての潜在的偏見の強さの結果についてまとめる

と, 実験参加者の年代, 自尊心の高さ, 性別に関係な

く男性エージェントに対しては一般的偏見が強く現

れ, 女性エージェントに対してはジェンダー観に基

づいたステレオタイプ的偏見が強く現れることが示

された. これらの結果から, 潜在的な観点においてエ

ージェントに対しても人間と同様性別に関する偏見

が現れることが示された. また潜在的偏見というの

は後に発生する顕在的偏見や差別的行動に強く関わ

る[5][6]ことから, 少なくとも本研究のような教育場

面では, ステレオタイプ的偏見が強く現れた女性エ

ージェントではなく, 男性エージェントが適切とみ

なされる可能性がある. 

最後にエージェントの印象評価アンケートについ

てフィードバック条件を要因とする 1 要因分散分析

を行った. その結果, 5つの項目で有意差が見られた.

その中でも, まず「テストの評価は正確であると感

じたか」という項目において, 女性エージェントと

男性エージェントの間に有意差はなく(p=0.129, 図 

10 に示す), フィードバックの正確性において, エー

ジェントの性別間に差はないと考える. 

 

 

 

 

また「フィードバックについてどう感じたか」と

いう項目において, 字幕より女性・男性エージェン

トでフィードバックを行う方が「親切 (p=0.000, 

p=0.007, 図 11に示す)」「友好的(p=0.001, p=0.035, 図 

12に示す)」に関して有意に高評価であった. 我々は

エージェントの顔・音声について実験参加者に何か

しらの影響を与える可能性を排除するため, 平均顔

や音声合成を利用し作成したが, この分析結果より

エージェントの外見と使用音声に関しての設定は妥

当であったと考える. 

 
 

 

 

4. おわりに 

本研究では, 論理的思考力テストを行い, その正答

率に関係なくネガティブフィードバックを実施する

ことで, SC-IAT を用いて CG エージェントに対する

潜在的な性的偏見の分析を行った. 結果より, 「エー

ジェントの印象評価」というアンケートによる顕在

的な評価では, エージェントの性別に有意な印象差

は存在しなかった. しかし, SC-IAT で取得した潜在

的な評価によると, 女性エージェントに対してはジ

ェンダー観に基づいたステレオタイプ的偏見が, 男

性エージェントに対しては性別に関係しない一般的

偏見が現れることが示された. 今後の展望としては, 

我々は人間に対しての性的偏見を測定しておらず, 

対人間の場合と対エージェントの場合においての性

的偏見の差が不明であるため, フィードバック条件

に人間がフィードバックを行う条件を追加し, 性的

偏見の差を比較する必要があると考える. 
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